
令和６年度 新潟市立山潟小学校教育ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育目標＞深く考え やりぬく子ども 

明治５年１１月２８日創立 
今年度で１５２周年 

環 境 
鳥屋野潟 ビッグスワン エコスタジアム 

人 材 
PTA ふれあいスクール 山潟地区コミ協 

 育成協 山潟地区交通安全協議会 

教 育 
ひまわりクラブ パートナーシップ事業 
バイオ専門学校 アップルスポーツカレッジ 

写真左：HARD OFF ECO スタジアム新潟 写真右：デンカ ビッグスワン スタジアム ※この写真は両スタジアムの許可を得て掲載

しています。 
 

多くのアスリートが憧れる２つのビッグスタジアムは、ここ山潟地区のシンボルです。 

【山潟小学校の目指す子どもの姿】○やさしい子 ○まじめな子 ○がんばる子 ○たすけあう子 

＜山潟中学校区 コミュニティ・スクール＞ 

かかわりあって自分を伸ばす子 

【方策・手だて】 
① かかわり合って認め合うことができる児童の育成を目指して、児

童理解に関する職員研修を行い、日々の学習や活動に生かします。 
② 専門機関や保護者と適切に連携をとりながら、合理的配慮を検討・

提供したり、個別の教育支援計画を作成したりして、全職員が同

一歩調で支援にあたります。 

・自他の違いに気付き、互いの良さを認める力 

・相手の立場や気持ちを考え、行動する力 

・自分のよさに気付き、自己肯定感を高める力 

・目標に向かって粘り強く挑戦する力 

【方策・手だて】 
① 山潟小スタンダードの中で、重点５項目を設定し、適時（４月・

６月・１１月・２月）振り返りを行いながら、自己肯定感の向

上を図ります。 
② 「授業と生徒指導の一体化」を意識した授業改善に努め、かか

わり合うことが当たり前の教育環境づくりと教育活動を推進

します。 

『ゆうき １００％ 山潟小！』 
「優しさの優気」＆「立ち直る勇気」 

かかわりあって学びを深める子 

・情報を有効的に活用して課題を解決する力 

・協働して学びを深める力 

 

 

かかわりあって認め合う子 

【方策・手だて】 

① ICT機器の効果的な活用を図り、その実践例を蓄積しながら、

個別最適な学びと協働的な学びを充実させた授業改善を推進

し、子ども一人一人の学びを広げたり深めたりします。 

② 授業とのつながりを意識した家庭学習（ABC難度の予習・復習）

の指導と評価を強化します。 


